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日
本
学
術
会
議
第
一
部
議
員

候
補
者

（
東
洋
史
）
京
大
教
授

人
文
科
学
研
究
所
所
長

文京

学大

博教

士授

曾
木
3J！

（
全
国
区
）

貝
　
塚

小
　
葉
　
田

茂
　
樹淳

今
阿
国
本
学
術
会
議
々
員
改
選
に
際
し
本
会
の
評
議
員
会
に
於
て

は
右
一
一
氏
を
公
認
候
補
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
何
卒
よ
ろ
し
く
御
協
力
下
さ
る
よ
う

お
謡
い
い
た
し
ま
す
、

史
学
研
　
究
会

日
本
丈
学
研
究
入
門

A
5
判
上
　
製

函
入
　
四
〇
〇
．
頁

定
価
四
九
〇
円

普
及
本
三
八
O
円

高
木
市
之
助
監
修
現
代
に
下
部
の
最
古
同
峰
”

新
村
出
自
分
自
身
す

ら
こ
の
入
門
書
に
よ
っ
て

更
に
旧
［
直
し
た
い
気
に
な

る
。
初
学
入
門
の
学
徒
に

す
す
め
た
い
気
が
2
8
こ
ら

ざ
る
を
得
な
い

石
母
田
正
　
こ
れ
ら
の
学

者
の
指
導
に
よ
り
私
も
祖

国
丈
学
を
探
究
す
る
立
場

に
高
ま
り
た
い

桑
原
武
夫
　
日
本
交
学
研

究
の
新
し
い
動
向
と
業
蹟

を
ほ
ぼ
知
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
を
感
謝
す
る

レ
日
本
経
済
史
竹
中
靖
一
著
蹴
璽
一
三
囎
礪
都
ヴ

難
群
尚
木
裏
助
辮
盤
三
三

史
的
概
説
　
　
　
　
　
　
俳
　
　
諮
浅
田
善
二
郎

古
代
概
観
久
松
櫛
一
近
代
概
観
近
藤
忠
義

神
　

話
西
郷
信
綱
前
期
小
説
榊
原
美
丈

古
代
歌
謡
高
木
市
之
助
　
後
期
小
説
猪
騒
謙
二

和
　
　
歌
窪
旧
章
一
郎
戯
　
　
曲
山
田
　
肇

物
語
小
説
南
波
　
浩
詩
　
歌
吉
田
精
一

H
記
随
筆
・
池
旧
亀
鑑
評
　
　
諭
小
田
切
秀
雄

中
世
概
観
風
巻
景
次
郎
現
代
小
説
丸
山
　
　
鋒

小
説
随
筆
永
積
安
明
　
大
衆
小
説
高
橋
瑛
一

中
世
和
歌
谷
　
　
宏

連
　
歌
荒
木
良
雄
便
覧

　
　
　
　
　
　
く

謡
曲
狂
言
船
井
陸
郎
参
考
書
安
永
武
人

近
世
概
観
重
友
　
　
毅
年
　
　
表
北
由
茂
夫

　
　
　
　
　
　
　
含
四
七
〇
頁
…
ル
番
房



る
よ
う
な
事
態
に
達
し
た
⑫
で
あ
る
が
Y
こ
の
よ
う
な
事
態
の
出
現

こ
そ
、
ジ
ョ
ン
ソ
γ
の
再
建
政
策
か
ら
急
進
派
の
再
建
政
策
へ
の
大

転
換
を
導
い
た
根
本
的
原
因
ぞ
み
る
と
考
え
ら
れ
る
、
急
進
派
の
聯
…

利
、
そ
れ
は
叉
北
部
産
蔀
果
資
本
の
勝
利
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

壱
岐
の
考
宵
学
的
調
査
第
三
回

　
東
璽
考
古
借
券
で
は
対
馬
に
ひ
き
つ
づ
き
、
藁
箒
の
考
古
掌
的
調
査
を
毎

年
夏
休
み
を
期
し
て
続
行
し
て
来
た
が
、
本
年
も
七
月
二
十
三
日
よ
り
八
月

十
二
日
に
わ
た
り
、
第
三
年
度
目
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。

　
・
水
野
清
一
教
授
を
主
査
と
し
、
多
数
の
考
古
［
学
者
が
参
加
し
た
が
、
京
郡

大
学
よ
り
は
右
光
数
一
助
教
授
、
樋
口
隆
康
講
師
、
岡
崎
敬
助
手
、
高
橋
猫

之
介
氏
、
川
端
真
治
、
林
巳
奈
夫
、
金
関
怨
、
各
大
学
院
学
生
の
露
華
を
見

た
．
、

　
本
年
度
の
調
査
の
対
象
と
し
て
は
、
田
河
町
の
原
ノ
辻
弥
生
式
遺
跡
、
同

鱒
の
妙
泉
寺
古
墳
聯
、
那
賀
村
国
分
の
蒐
の
藤
屋
古
墳
が
選
ば
れ
た
．
、

　
際
ノ
辻
遺
跡
は
一
昨
年
そ
の
一
部
の
調
査
を
行
い
、
貨
泉
の
皇
土
を
見
た

注
秘
す
べ
き
遺
跡
で
あ
る
、
本
年
は
遺
跡
の
全
貌
を
開
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
大
規
模
な
発
掘
が
行
わ
れ
た
、
、
そ
の
結
果
、
西
日
本
で
は
珍

ら
し
い
竪
穴
住
居
鼻
翼
ケ
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
、
こ
れ
ら
の
竪
穴
住
居
肚

は
弥
生
式
硬
磁
に
属
す
ろ
　
こ
の
中
か
ら
多
量
の
穀
類
が
聚
見
せ
ら
れ
た
こ

と
も
京
た
注
意
を
ひ
く
．
、
本
遺
跡
遜
見
の
土
器
は
弥
生
式
前
期
よ
り
土
師
器

の
時
代
に
わ
た
り
、
北
九
州
に
お
け
る
土
器
の
変
遷
を
継
続
的
に
た
ど
り
5

申
蘭
北
凱
載
緬
’
後
の
畜
…
部
再
建
政
鰭
串
の
展
舩
四
（
山
岸
）

る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
に
混
っ
て
絹
当
数
の
所
謂
漢
江
土
器
が
発
見
さ
れ
、

今
後
か
か
る
種
類
の
土
器
の
内
地
に
お
け
る
研
究
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
も

の
が
あ
る
．
．
他
に
重
要
な
事
実
と
し
て
は
、
鉄
製
農
工
県
の
こ
の
遺
跡
に
お

け
る
顕
藷
な
瞥
及
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
妙
泉
寺
古
墳
群
は
す
べ
て
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
で

は
熱
雷
基
が
遺
存
し
、
そ
の
内
の
こ
基
を
清
掃
笑
測
し
た
。
両
者
と
も
既
に

盗
掘
に
遭
っ
て
い
た
が
、
そ
の
内
の
一
基
に
お
い
て
、
石
蝋
上
の
封
土
内
に

て
陶
質
土
器
の
一
群
を
発
見
し
た
。
石
室
構
築
後
の
封
土
築
造
過
程
申
に
行

わ
れ
た
或
種
の
儀
礼
の
存
在
を
推
測
せ
し
め
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
る
べ
き

発
見
と
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
調
査
の
二
古
墳
の
石
室
は
、
そ
れ
ぞ

れ
新
旧
の
特
色
を
麗
し
、
本
古
墳
群
内
の
時
代
的
ズ
レ
を
考
え
し
め
る
。

　
鬼
の
巌
屋
古
墳
は
本
島
最
大
の
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
所
謂
巨
石
古
墳
で

あ
る
。
清
掃
実
測
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
エ
に
お
い
て
も
既
に
盗
掘
が
行
わ
れ

て
お
り
、
見
る
べ
き
遣
物
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
石
室
の
構
造
が
北

九
州
に
お
け
る
そ
れ
と
甚
だ
似
か
よ
っ
て
い
る
点
が
注
意
せ
ら
れ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
毫
岐
は
対
馬
と
共
に
、
大
陸
交
渉
史
上
に
占
め
る
位
置

は
大
き
い
。
そ
の
考
古
学
的
事
実
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
行
く
こ
と
は
、

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
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え
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
日
本
外
史
の
叙
述
形
式
、
史
実
、
史
観
な
ど
に
た
い

し
鋭
利
な
砥
草
を
も
つ
て
批
判
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
少
く
と
も
わ
れ
わ
れ

が
こ
ん
に
ち
「
日
本
外
史
し
の
欠
点
と
み
な
し
て
い
る
点
を
、
ゆ
く
り
な
く
電

明
確
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
従
来
の
田
本
（
中
国
）
史
学
と

フ
ラ
ン
ス
（
西
欧
）
色
敵
と
の
畑
躍
屈
、
区
別
を
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　
古
来
、
申
煽
怠
学
の
伝
統
ほ
「
史
記
」
　
「
野
鳥
」
に
は
じ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

正
史
の
叙
述
形
式
は
「
清
史
稿
」
に
い
た
る
ま
で
連
綿
と
し
て
そ
の
流
れ
を
く

む
．
．
こ
と
に
嬬
教
の
徳
治
主
義
を
政
教
の
正
統
と
し
て
か
ら
は
、
「
資
「
治
通
鑑
」

に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
教
訓
的
歴
史
が
そ
の
主
流
を
な
し
た
が
、
　
日
本
の
史

学
・
史
槻
も
ま
た
申
圏
の
影
響
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
様
の
発
展
を
と
げ
て
明
治

時
代
に
お
よ
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
「
日
本
外
輿
」
が
申
国
人
に
よ
っ
て
一
応
肯

定
朗
な
立
場
で
受
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
、

史
実
考
証
を
申
心
と
す
る
発
展
的
歴
史
に
培
わ
れ
た
西
欧
に
お
い
て
、
「
日
本

外
史
」
が
中
国
な
み
に
受
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
、
こ
れ
ま
た
当
然
の
こ
と

で
あ
ろ
ら
。

著
狭
の
油
桐
載
培
の
災
料

　
今
度
藩
占
丁
者
、
不
量
一
一
桐
切
申
候
照
性
、
曲
事
之
由
、
仰
か
け
ら
れ
候
条
、

種
々
御
…
理
申
、
殊
更
両
県
μ
為
書
入
と
、
色
乃
御
難
雪
目
申
候
へ
煮
ハ
、
無
御
分
別
候

之
間
、
則
あ
り
の
玄
言
価
数
少
も
不
審
隠
、
持
せ
被
参
横
上
者
、
両
入
之
者
共

涯
分
在
所
中
ヲ
せ
ん
さ
く
申
、
少
も
接
写
蓮
の
こ
さ
す
被
参
候
上
者
、
柳
偽
申
r

候
者
、
諸
神
諸
仏
之
御
罰
可
廻
者
也
、
働
如
件
、

　
　
天
正
拾
七
年
二
月
拾
九
日
　
　
　
　
　
別
　
当
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
衛
門
尉
（
花
押
）

　
　
御
賀
尾
浦
　
刀
祢
　
胃
姓
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
　
　
　
　
資
　
料
　
紹
　
介

　
こ
の
文
欝
は
、
こ
の
夏
、
京
大
国
史
・
地
理
研
究
箋
が
共
同
で
行
っ
た
若
狭

の
漁
村
調
査
の
際
、
三
方
郡
三
方
町
，
字
神
子
の
大
音
所
蔵
文
嘗
中
に
見
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ガ
畑
中
の
桐
と
は
油
桐
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
実
か
ら
と
っ
た

桐
油
は
、
む
か
し
主
に
燈
用
に
さ
れ
、
ま
た
紙
に
塗
？
て
桐
油
紙
を
作
っ
た
。

山
腹
を
利
用
し
う
る
の
で
、
耕
地
の
少
い
村
落
で
は
油
桐
栽
培
は
絹
当
膚
利
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
中
世
末
よ
り
各
地
で
栽
培
さ
れ
た
が
、
い
ま
で
は
鳥
取
・
千

葉
二
県
と
若
狭
沿
岸
地
方
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
若
狭
に
お
け
る

油
綱
栽
培
が
天
正
鋸
闘
ま
で
遡
り
5
る
こ
と
を
示
す
遺
重
な
史
料
で
あ
る
。

八
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細
弁
淳
一

、
単
　
界

（
静
岡
大
）

消
・
息

「
社
会
経
済
体
制
の
進
化

に
よ
る
農
業
経
営
形
態

の
地
理
的
分
析
－
第

二
報
」

日
本
地
理
学
会
大
会
＋
月
＋
（
土
）
・
十
ズ
日
）
日

　
　
　
　
　
　
　
　
於
山
形
大
学

　
教
室
出
［
身
者
並
び
に
関
係
者
か
ら
は
次
の
如
き
発

表
が
行
わ
れ
た
。

　
公
開
講
演

　
藤
岡
謙
一
一
郎
「
大
都
市
域
形
成
の
二
つ
の
タ
イ

　
　
　
　
　
　
プ
」

　
研
究
発
表

　
浮
田
血
ハ
良
「
日
太
め
茶
業
分
布
と
宇
治
型
茶

　
　
　
　
　
　
業
」

　
渡
辺
茂
蔵
「
松
ヶ
岡
開
墾
地
の
成
立
過
程
」

　
当
麻
成
志
「
近
郊
山
村
の
地
域
構
造
一
第
二

　
　
　
　
　
　
報
」

　
西
村
・
陸
男
「
地
域
設
定
に
つ
い
て
の
一
試

　
　
　
　
　
　
案
」

　
末
尾
盃
行
「
日
本
に
於
け
る
政
治
的
意
見
の

　
　
　
　
　
　
分
布
と
そ
の
蓬
礎
」

　
宮
川
善
造
「
地
理
的
現
象
の
現
代
性
」

　
星
野
輝
男
「
瀬
戸
内
海
犬
島
の
研
究
1
1
第

　
　
　
　
　
　
　
一
報
」

　
藪
内
芳
彦
「
紀
伊
水
道
に
於
け
る
入
漁
の
地

　
　
　
　
　
　
　
理
学
的
研
究
」

　
海
野
　
一
隆
「
満
代
大
運
河
遭
運
の
地
域
的
考

　
　
　
　
　
　
察
」

　
吉
田
敬
市
「
朝
鮮
に
於
け
る
地
理
学
の
発
達

　
　
　
　
　
　
　
と
そ
の
性
格
」

　
浅
井
得
一
「
満
洲
に
於
け
る
人
口
都
市
集
申

　
　
　
　
　
　
率
と
都
市
化
率
」

　
　
　
　
京
大
考
古
学
関
係

梅
隙
教
授
の
渡
欧

　
梅
原
教
授
は
バ
リ
に
お
け
る
国
際
東
洋
学
謝
儀
席

　
の
た
め
、
九
月
九
日
羽
田
を
禺
発
さ
れ
た
。
学
会

　
終
了
後
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
裏
力
簿
を
巡
ら
れ
る

　
豫
定
で
あ
る
、
、

ら
ヨ
ノ
げ
ノ
ノ
ぎ
ナ
ゴ
ノ
リ
ら
ノ
ノ
ナ
ゴ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ぎ
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ぐ

粘
　
　
執
箪
者
紹
介

㍉

　
黒
田
俊
男

　
笠
井
倭
人

．
山
岸
義
夫

塙　
別
技
篤
彦

鳩鱗　
石
原
道
博

……　
牧
　
健
二

…
響
灘

京
都
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生

京
都
大
学
大
学
院
掌
生

山
．
馬
大
学
芋
師

神
戸
商
科
大
学
教
授

茨
城
大
学
教
授

京
都
学
芸
大
学
講
師

京
鄭
大
学
助
教
授

京
都
大
高
教
授

事
　
　

　
～
く
曖
’
・
凸
，
’
ー
レ
　
　

　
“
囁
．
．
’
，
マ
「
p
．
r
5
　
　　
く
一

鴛＿＿＿＿＿＿＿鵜

九
四

　
　
　
　
　
　
新
入
会
員

川
端
真
治
　
尼
ケ
崎
雲
水
堂
九
九
九

木
村
省
二
二
　
薪
潟
県
岩
船
郡
村
上
町
東
町
．
杉
原

中
島
辰
雄
　
大
阪
市
旭
区
薪
森
小
路
ニ
ノ
五
五

金
子
和
正
　
奈
良
県
丹
波
市
町
天
理
教
献
辞
詰
所

掌
習
院
大
学
図
霞
館

　
　
　
　
　
　
東
京
都
豊
島
区
自
白
一
丁
目

大
阪
外
国
語
大
学

　
　
　
　
　
’
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
八
丁
目

　
　
　
　
　
　
お
　
断
　
り

　
亡
し
い
会
員
名
簿
が
で
き
上
り
ま
し
た
の
で
、
本

号
と
と
も
に
、
皆
様
の
お
手
許
に
お
送
り
い
た
し
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
甚
だ
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
名
簿
の
実
費
三
十
円
を
御
予
納
の
金
額
か
ら
差

し
引
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
（
な
お
、
会
費
未
納

の
方
は
次
の
御
送
金
の
際
名
簿
代
を
お
そ
え
下
さ

い
）
本
会
の
運
営
も
漸
く
好
転
し
て
奮
い
り
ま
し
た

が
、
会
計
面
の
裏
づ
け
の
薄
い
今
日
、
何
卒
御
了
承

下
さ
い
ま
す
よ
・
つ
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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京
大
西
洋
史
・
東
洋
史
・
日
本
史
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く
歴
史
シ
リ
ー
ズ

　
　
西
洋
史
小
辞
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
項
圓
三
、
O
O
Q

典
東
洋
御
壁
辞
典
。
。
Q

辞小

　
　
　
　
　
　
　
項
目
三
、

借
界
地
名
小
辞
典

　
　
　
　
　
　
　
項
員
三
、

1
1
本
人
名
小
梓
典

　
　
　
　
　
　
　
項
目
三
、

ア
ジ
ア
人
名
小
辞
典

　
　
　
　
　
　
　
項
目
三
、

両
洋
人
名
小
辞
典

　
　
　
　
　
　
　
項
口
一
ご
、

地図

収　西

生活史年表

洋　洋

史　更

西
洋
生

1
1

本
生

匿
界
属

地地

O
O
Q

O
O
O

O
O
O

O
O
O

図図
版
三
〇
〇

図図
版
三
〇
〇

活
史

図
版
一
、

活
史

図
版
一
、

年
表

H
本
近
代
史
年
表

五
〇
〇

五
〇
〇

予A予A予A価A価A価A
価5　価5仙5　　5　　う　　5

予A予A　予A予A
価5　価5　価5価5

五五五五三二五三五三三三
〇〇　OO　CO　OO　GO　C」O
円頁円頁円長円頁円頁円頁

一
五
G
頁

二
〇
G
円

一
五
〇
頁

二
G
G
円

一
四
Q
頁

二
五
G
円

一
四
．
O
頁

二
五
G
円

－
送
料
各
二
〇
円
一

　
　
　
　
（
近
刊
）

創元社大阪市北区樋上町45振替大阪57099

編
　
集
　
後
　
記

　
目
ま
ぐ
る
し
い
ば
か
り
の
歴
史
の
流
れ
の
う
ち
に
、
本
年
も
ま
た
秋
は
深
ま
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
史
林
」
．
も
、
こ
こ
に
ょ
う
や
く
第
四
号
を
皆
様
の
お
手
許
に
お
届
け
し
、
年
内

に
第
三
六
巻
完
結
の
予
定
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
よ
り
の
規
則

正
し
い
発
行
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
戦
後
の
「
史
林
」
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
に
、
厳
し
い
我
が
国
の
現

状
下
で
、
苦
し
ん
で
生
活
し
学
問
し
て
お
ら
れ
る
皆
様
方
の
要
求
に
、
果
し
て
「
炎

林
」
が
歴
奥
学
の
場
で
充
分
に
お
答
え
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か

が
反
省
さ
れ
ま
す
。
　
こ
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
　
私
達
は
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
痛
感
い
た
し
ま

す
．
、　

「
史
林
」
を
よ
り
よ
き

も
の
と
す
る
た
め
に
、
皆

様
方
の
厳
し
い
御
批
判
と
、

暖
い
御
接
助
を
お
願
い
申

し
ま
す
．
、

　
　
　
　
　
　
（
藤
沢
）

憂
蘇
塑
鮨
翻
定
価
百
円

史
林
（
第
三
六
巻
、
四
号
）

　
　
　
京
都
市
泥
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
郷
大
学
別
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
大
阪
一
四
五
五
六
番

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
頭
町
三
九

印
刷
所
中
村
印
刷
株
式
会
社
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